



































































Psychological factors related to caregiver’s burden
among family caregivers of dementia patients
スンデル　彩（Aya Sundell）　　指導：野村　忍
《病気受容の葛藤》
【変化への気付き】
【症状への戸惑い】
【診断受容の戸惑い】
《サービス利用の
躊躇》
【サービスへの不満】
【利用の見極め】
《意識している事》
【距離感】
【関わりのモットー】
【ニーズの確認】
［今後の介護］
《時間的切迫感》
【切迫感】
【自分の時間不足】
《家族との関係性悪化》
【サポート希求の躊躇】
【役割両立の難しさ】
【家族からの責め】
《孤独感》
【口にできない負担感】
【相談相手の不足】
［受容の作業］
《ギャップの実感》
【上手にできない思い】
【無力感】
［日々の介護の悪循環］
《役割受容の葛藤》
【役割受容への戸惑い】
《対応への疲弊》
【もの忘れへの苛立ち】
【感情的な対応】
【一人にする事への不安】
【ペースの崩れ】
《喪失感》
【発病前との比較】
【その人らしさ喪失
の悲しみ 】
《この先の不安》
【病気進行への不安】
【終わりが見えない不安】
変化の方向
影響の方向
